
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 主 な 行 事 

１ 月 避難訓練週間 全校朝会 スクールカウンセラー来校 

２ 火 前期期末テスト① 

３ 水 前期期末テスト② 

４ 木 職員会議 

５ 金 選挙管理委員会 進路説明会 14:00 明輝高校体験入学- 

６ 土  

７ 日  

８ 月 役員選挙公示・立候補者受付開始～16 日 陶芸教室 

９ 火 午前授業 ALT 常任委員会 

10 水 3 年学力テスト（総合Ａ） 得通発行（期末テ） 

11 木 評議会 江南高校体験入学 

12 金 選挙管理委員会 助産師派遣事業 スクールカウンセラー来校 

13 土 バレーボール新人リーグ 1 次リーグ 

14 日  

15 月 敬老の日 

16 火 立候補者選挙活動準備期間 ALT 

17 水 別中祭総練習 3 年得通発行（学テ） 

18 木 別中祭リハーサル・会場設営 

19 金 別中祭 

20 土 湖陵高校体験入学 

21 日  

22 月 立候補者選挙活動期間～26 日 英検 IBA（１年） 

23 火 春分の日 

24 水 常任委員会 英検 IBA（2,3 年） 

25 木 評議会 赤ちゃんふれあい学習（３年） 

26 金 生徒会役員選挙 英語検定 スクールカウンセラー来校 

27 土  

28 日  

29 月  

30 火 前期終業式 通知表発行 ALT 

 

 

山野辺
《 校  訓 》 

未来を拓く強い意志 
《学校教育目標》 

○自主性をもち学び続ける生徒 

○自らを律し広い心をもつ生徒 

○心身を鍛え人生を切り拓く生徒 

【釧路町立別保中学校 学校だより】令和７年８月２９日発行 No.５ 

「備えあれば憂い無し～９月は防災月間～」 
校長 藤 田 崇 充 

 日本は、ユーラシア大陸の東端、太平洋の西端に位置する島国です。四季がハッキリとしていて、四方を海に囲まれて変化に

富んだ地形とそこに多くの動植物が生息して豊かな生態系を作り上げています。この日本列島は、ちょうど台風の進路上に位置

しているとともに、火山が沢山あって地震が頻発する非常に活発に活動する地域であると言えます。 

 この夏は６月以降、多くの地域で最高気温記録が更新となりました。日本の最高気温記録は８月５日に群馬県伊勢崎市で観測

された 41.8℃です（8/21現在）。真夏日は釧路町でも 2回観測されています。さらに、日本各地で豪雨災害が発生しています。

釧路でも 8月 4日に 1時間に 60ミリの雨量が観測されて記録が更新されました。他に日本近海の海水温が昨年に比べると 1℃以

上上昇しています。世界的に見て 1℃以上も上昇しているのは日本近海のみだそうです。世界的には上昇幅が 0.6℃程度です。秋

の台風について非常に心配です。また、７月３０日午前８時２５分に発生したカムチャッカ半島で M（マグニチュード）8.8の非

常に規模の大きな地震による津波警報、注意報が出されました。地球レベルで地震の活動期に入ったといわれています。気象、

地殻変動等激しくなり災害と言わざるを得ない状況が当たり前になってきているように感じます。 

さて、９月１日は「防災の日」であり、９月９日は「救急の日」です。この両日を含んでいる９月は防災月間と位置づけられて

います。「防災の日」は、１９６０年（昭和３５年）に内閣の閣議了解により制定されました。９月１日の日付は、１９２３年（大

正１２年）９月１日に発生した関東大震災にちなんだものです。また、例年８月３１日 - ９月１日付近は、台風の襲来が多いと

される二百十日にあたり、「災害への備えを怠らないように」との戒めが込められて制定されています。関東大震災の規模は、Ｍ

7.9～8.3とされています。これは非常に大きな規模の地震といえます。東日本大震災の時の地震がＭ9.0ですから、それには届

かないものの死者・行方不明は１０万５千人余になっています。どちらの震災もたくさんの尊い命が失われた出来事です。ちな

みに昨年発生した２つの大きな地震の規模は次のようになっています。能登半島地震（M7.6）、日向灘地震（M7.1）でした。M6.0

から M7.0と数字が 1.0大きくなると地震がもつエネルギーの規模が約 3３倍になります。 

 日本には M9 クラスの巨大地震が近いうちに起こるであろうとされている地域が３つあります。静岡から宮崎までの太平洋沿

岸（震源域は南海トラフ）、奄美大島と沖縄の東海岸（震源域は琉球海溝）、そして北海道の南海岸（震源域は千島海溝と日本海

溝）です。この中に釧路も含まれています。災害からは逃れることはできません。しかし、災害に備えておくことで被害を最小

限にすることはできます。災害から身を守るためにはどうしたらよいか、地震⇒津波⇒避難となったときに家族とどのように連

絡を取るのかなど平穏無事なときにこそじっくりと考え確認して、備えることが大切です。８月２８日（木）には一日防災学校

が２学年で実施されました。９月には避難訓練もあります。この機会に家族でいざという時に備えて、話し合いや確認、準備を

していただければと思います。 

〒088-0603 釧路郡釧路町別保南２丁目 44番地１ TEL:0154-62-2019 

 

※発行日時点の予定になりますので、変更が生じた場合は

ご了承ください。 



 
 今年度の「別中祭」を、下記の通りに開催いたします。時節柄何かとご多用とは存じます

が、ご来校いただき、生徒の活躍をご覧いただければ幸いです。 

 

○期 日：令和７年９月１９日（金） 

○日 程：１３：００～ 保護者入場 

１３：１５～ 開祭式 

１３：２０～ 学級合唱 ※発表順２年→１年→３年 

１３：５５～ ステージ発表 

 ※発表順１年→２年→３年 

     １４：４０～ 閉祭式 

     ※予定ですので、進行状況によって前後することをご了承ください。 

 今年度より「別中祭」を学級としての団結力を高めるための活動と位置付けています。その

ため、縦割り活動ではなく、学級ごとに発表内容や役割分担を考え、合唱とステージ発表の完

成度を高めていきます。縦割り活動については、すでに実施した「体育祭」で継承し、学校を

リードする３年生が主体となって取り組む行事と位置付けています。 

 

 

 ８月２８日（木）、釧路町防災安全課と釧路東部消

防組合釧路消防署から講師をお招きし、２年生で「１

日防災学校」が実施されました。はじめに、防災安全

課の講師から、釧路町のハザードマップを確認しなが

ら、防災全般についての講話をしていただきました。

その後、テントや簡易ベッドの組み立て、実際に横に

なる体験や、別保中体育館を避難所として想定した

「避難所運営ゲーム北海道版（Ｄｏはぐ）」を行い、

避難所での生活や運営をイメージする体験を行いまし

た。また、消防署の職員の方からは、過去に別保地区

を襲った洪水被害や避難の状況、災害を想定した家庭

の安全対策の講話をしていただきました。 

 Doはぐ後に講師から「避難所で生活することにな

ったら、何ができますか？」と尋ねられ、生徒からは

「中学生は身体が動く年代なので、ごみの片付けがで

きる」や「お年寄りを助けたい」などの意見が出まし

た。最後に講師から「将来の地域のリーダーになって

ほしい」とエールをいただきました。 

お知らせ 全国学力・学習状況調査の結果について 
 ４月に３年生で実施した「全国学力・学習状況調査」について、学校として結果（概況）がま

とまりましたので、お知らせいたします。この調査は、国語と数学、理科のテストに加え、生徒

質問紙調査も実施されました。それぞれの結果（概況）は次の通りです。 

 

今回の調査で明らかになった課

題については、学校全体で改善に

向けて取り組みます。また、生活リ

ズムの乱れや家庭での学習につい

ては、ご家庭のご協力も必要です。

今後とも教育活動へのご理解とご

協力をお願いいたします。不明な

点等がありました、教頭までお問

い合わせください。 

【国語】全国平均をやや下回りましたが、概ね同程度でした。 

 得点分布では高低の二極化が見られます。「話すこと・聞くこと」に関する問題では、

全国平均を大きく上回りました。「理由を書く」記述問題では無回答率が高く、課題が見

られました。 

【数学】全国平均を上回りました。 

 得点分布では高低の二極化が見られます。「数と式」、「図形」、「関数」に関する問題で

は、全国平均を上回りましたが、「データの活用」では僅かに下回り、課題が見られまし

た。 

【理科】全国平均を上回りました。 

「電気回路」に関する問題では、全国平均を大きく上回りました。また「疑問を解決

するための課題を記述する」問題でも、全国平均を大きく上回りました。反面「科学的

に正しいと判断するための理由を記述する」問題では無回答率がやや高く、課題が見ら

れました。 

【生徒質問紙】 

●「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」の質問に対して、「あまりしていない」ま

たは「全くしていない」の回答が３割を超え、生活のリズムの乱れが心配です。 

○「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか」の

質問に対して、肯定的な回答が８割を超えています。 

○「学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか」の

質問に対して、２時間以上が４割弱おり、全国平均よりも勉強時間が長いです。反面、

全くしていないが、全国平均と同程度で１割程度います。 

○「PCやタブレットなどの ICT機器を使って、文章や発表資料を作成できる」という回

答が多く、ICT機器に習熟している様子がうかがえます。 

●「本や新聞を読む」という回答が少ないです。 


